
 

 

 

１ 地域ボランティアの活用 
(１) 学校図書館ボランティア 

 ＰＴＡ役員のＯＢの方に、学校図書館指導員が勤務していな 

い週３日間、昼休みの開館（１２：５０～１３：３０）、学校図 

書の貸し出し・返却業務や、生徒の質問に答えるなどの活動を 

支援していただいている。 

 これによって、図書室解放の時、司書教諭が急用等でいなく 

ても、常に相談に乗っていただける方がいるという環境が保た 

れている。また、生徒の声を十分に拾い、魅力的な本の購入も 

可能となり、生徒の調べ学習や読書活動の活性化に役立ってい 

る。 

(２) 部活動における、外部指導者の活用 

 現在、６つの運動部で、地域のボランティアの方々にお願いして、外部コーチとして、部活動

の指導のお手伝いをしていただいている。 

 これらのコーチの方々は、各種目に対して、専門的な知識を持ち、その力を活用して、効果的

な指導をしていただいており、このことが生徒の意欲の向上にも役立っている。また、競技力の

向上だけでなく、顧問とも密接に連携し、教育的指導にも深い理解を持って協力いただいている

ことから、職員の負担軽減と、生徒の健全育成に寄与いただいている。 

２ 校務処理の効率化 

 現在、高松市では、校内ＬＡＮを活用した情報の一元管理を行っているが、本校ではこの環境を

最大限に活かし、効率的な業務分担と、入力データーの有効利用が簡単に行える環境を構築してい

る。この環境によって、校務処理の効率化が可能となり、職員の事務処理の負担軽減に役立ってい

る。 

(１) 生徒基本名簿（修正中）の運用 

 

 

 

 

 

 

 

 全校生の住所氏名はもちろん、部活動や地区、兄弟などあらゆるデーターを「生徒名簿（修正

中）」という名前でデーターベース化している。このデーターは、ネットワーク上で共有されてお

り、各担当が様々な業務に活用するだけでなく、各担当者によって、常に最新の状態に更新され

ている。 

(２) 成績処理のシステム化 

 各教科担任の成績入力、成績データ 

の処理は校内で開発したシステムによ 

り一元管理されている。 

 また、通知表、指導要録、調査書 

等は、全て電子化さ 

れており、同一の書 

式で、スムーズな 

データ移行が可能と 

なっていることから、 

重複した事務処を防 

ぐと共に、データの 

信頼性も高く保て、 

職員の負担軽減に役 

立っている。 
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